
【会社回答】運輸関係区所の令和元年１２月１日付けの人事異動については、従来と同様に社員
のステップアップやモチベーションの向上等を目的に人材育成の観点から実施しているも
のである。なお、社員の異動については、任用の基準に則り取り扱っているところである。
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２．運輸職場における１２月１日の異動については、数年続いている異動と今回の異動の違いを明らかにする
こと。なお、会社施策と生活設計を考慮した本人希望が尊重されていない事象もあることから、今後の施
策の定着と信頼関係の構築のために、本人希望を尊重して納得した説明をしたうえで異動を行うこと。

【議論内容】
（組合）数年行われている１２月１日の異動の根拠を改めて教えていただきたい。

（会社）社員のステップアップやモチベーションの向上等を目的に人材育成の観点から実施している
ものであるし、１２月１日にするのは運転士の養成が落ち着く時期というのと運輸区間の要
員の±を平らにするために行っている。

（組合）この数年の回答は、ライフサイクルで駅に行っても通算して配属年数が長いから異動させて
きたことをことさら言われていた。我々は会社施策で異動して戻ってくる。役割も運輸のプロ
として人材育成や安全レベルを上げるために担っている。したがって異動しているんだから通
年という概念はおかしいだろうと主張してきた。しかしジョブローテーションの本部－本社の
議論ではライフサイクルでも異動すればリセットだと言っていることを受けて、私たちの主張
していることが正しいじゃないかと職場でも言われる。改めて通年して在籍年数が長いからと
いう理由ではないということでよいか。

（会社）あくまで社員のステップアップやモチベーションの向上等を目的に人材育成の観点から実施
している。通年というのも実際はあるかもしれないが、それが全てではない。

（組合）これまでの回答に対して、職場では納得感がないのが現状だった。ライフサイクルも役割が
あって復帰しているのに、復帰して１年足らずの異動もあった。それを通年が長いとか言わ
れても、納得していないというのが現状だ。異動全般を全て否定するわけではない。しかし
ながら、納得感がないまま送り出されている現状を見ると今後の施策が上手くいくのか不安
である。まして今回の異動では退職を考えてしまった組合員もおり、育児や介護も抱える社
員も多くなっている。家庭環境に苦労のある時期の異動は避けるべき。そもそも、施策はど
んどん進むけれども人事異動のやり方は変わらない。その辺の検討もすべきだ。

（会社）納得感がないというが、最大限配慮している。介護などの関係もコミュニケーションの中で
やっている。本人希望は全て叶うというようにはならない。しかし配慮などはしている。
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